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1979年12月
1,南 極
"氷 河"見 てあ る記
横 山 宏太郎
1972年12月,第14次南極観測隊は,… 路昭和基地をめ




















両氏 と私の3名 でKC20雪上車1台,そ り1台を引きド













査は単独で行 うことになった.も う1人,北 大地質の前
田君がやは り学術班として現地へ行ってお り,ピアフォ
氷河で.彼 と合流した.
氷河上では小 さなテン トに二人,食 料はアタ(粗製小
麦粉)と少しのα米,乾 燥肉,野菜.と い う旅であった






涌養 ・消耗いずれも少ないのではないかと考 え て い た
が,氷 河上では降雪も多 く,現実はかなりちがい,いず
れ本格的な観測が必要だ,と思いつつ帰路にっいた.
帰路,ラ ワルピンディへのフレンドシップ機 上か ら
は,カ シミールの山々の氷河や氷河地形を眺めることが
できた.・'
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主に氷河の地上写真測量を担当したが,こ の 仕 事 で
は,氷 河をある距離をおいて観ることになる.従 って,
氷河上を歩 く機会は少か ったが.大小様々な多 くの氷河
を観察することができた.
クンズ地域,シ ョロン地域を歩いたが,特にショロン




また,同 じヒマラヤ地域 とはいえ,カ ラコラムとは自





部の今井 ・佐治両君 と共に,山の偵察を 目的としてネパ
ールヒマラヤ中部のランタン谷に入った.
往路の トリスリ川はヒマラヤを貫流してい る谷 で あ
り,ランタン谷合流点付近からはチベ ット側の村が望ま
れた.ま た,ラ ンタン谷はネパール領がチベ ットへ細長
く突き出た部分にあた り,国境稜線のコルに立つと,チ






はいっても遠い将来のことと考えていたチベ ッ ト行 が
1979年秋にわかに現実となった.中 華人民共和国より珠



































ひ とりよが りな回想録のようになってしまった.私 の場
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や ま と 旅 行 隊 の 出 発(10月13日)左 か ら 重 松,遠 藤,矢 内,五 十 嵐,小 島 秀.神,西 田,吉 田 各 隊 員(電 送 写 真)
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極 地 研 二
54{ドカ!び)1暫極OB≦ 翠 よll月26日1811fj・よ りA .茶会貧[11こ.お
い て,第21次 隊 員 の 歓 送 会 を兼 ね て 行わ れ た.
当 研 究 所楠 主 幹 の[11会に よ り会 は和 や か に進 行 され,
第1次 隊 員の な つか しい顔 も多数 見 られ る中 で塘21次隊
員 に は 南 極地域 観 測 が 開 始 され た ⊥'人後 に生 れ た隊 員が 参
加 して お り.・際 話題 を 賑 した,
、
左 か ら朝 比 奈 菊封紅(,伊 藤 洋 ・「i氏..['i瀬寛.氏
の 第1次 隊 員
一第21次観測隊の家族会開かる ...
南 極 へ の 出 港 をlhY∫;LttEkkll!L)0日.第21次1寺1極地
域 観 測 隊 家 族 会 が 東 条 会 館 で 開 催 され た,
今 回 は,36家 族,125人 とい うこれ まで に な い多 数 の
参 加 が あ り,に ぎや か な家 族 会 とな つた.
会:よ.永ll].FV〒!ミe)、t/)し・さつ1こ(.tじまi),4く|1奇1;蒙k,∫[[
口副 隊 長 の 話 しに/)づき,第21次 隊 の行 動r定,電 報 の
打 ち 方 等 留 守 中 必 要 ヒ思 う れ る諸 連 絡が 行わ わ た.
また.第2ユ 次 家 族会 長 に は,川II越 冬隊 長 夫 人に含s願
い し,留 守 中 の 連 絡 を と り合 うこ と と した ,
最 後 に 記 録 映 画r白 い 人 陸 とリ;たち」 を上 映 〔て,盛
会 の うち に 幕 を 閉 じた.
一策21次観測隊出発一
策21次南 極 地 域観 測 隊(木 崎[1[r－郎1隊長 ほか42名)を
乗 せ た'瞭ふ じ"は,11月21日(水)'L:前10時,秋 晴 れ の
東 京 港 晴 海 埠 頭 を離 れ,1陽光の 中 を ・路 昭 和 基地 へ と 向
った.ふ じは途 中 オ ・一ス トラ リアの フ リーマ ン トル に 寄
港,12月 ド[,)に水線 に着 き,来 年1月Itf,j;b,L・,2」]5tf[J
ま で 輸 送 「乍業 を:、1じめ,沿 岸 にお け る調 査,観 測 活 動 等
が 行 わ れ る.ま た,同 様}よこれ ま で 最大U模 の31{人が 越
冬 し,第20次 か ら3年 計画 で行1,・力 てい る地 学 及び 気 イ(
圏観 測 の2大 重点 観iltslのほか,ノ 、|:地震 探 査,な..撫 基
地 で の 高1.博気 象観 測 な どが 、ll.」[hiされ てい る,
一 ス:s・t














南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 イこ部総 会が11月20U(火),11蔵
閂 の 東 条 会館 で 開flEさh,来年 秋 出 発f定 の第22次観 測
隊 の 隊 長 ・副 隊 王.ミを 決 定,同 日発 表 され た.
隊 長 α(越 冬隊 長)
占「 川 柴 犬
iTf{不「[5{「12月18|㍗ヒ(48才.)
国立 極地 研 究 所 教授
[.1?:門分野:|1熱 地茸1!学
極 地 歴:第2次 夏,第4次,
8次 越 冬,第16次 夏(副 隊
長).第20次 夏(隊 長)、そ
の 他 えこ国 基 地
副 隊 長(越 冬隊)
1、・Fr■`モ し・.「 二↑二
㌦'11,、㍊1日 、1,、、L,.,/,)●
国 立 極地 研究 所 助 教 授
1∬門 分 野:地 震 学
極星地IVミ;着18ヒ欠越 冬,1蒋19次




国 ・1t:極地 研 究 トi∫鋤.教 授
Il」1:門分 野:・ 罎1∫:lr曽物 理 学
極 地 歴 二第11次,17次 越 冬
一.-4
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第21次南極地域観測隊の出発にあた って





に何 とか間に合わせて準備が完了することが で き ま し






















の両端 と中間地点の3点 でそれぞれ約2ト ンの火薬を爆
破し,その地震波の伝はり方により地下構造を探らうと
い うものです.ま た,昭和基地では,岩 磐に60m深のポ
ーリングをし,温度センサーをつるし地殻熱流量の測定





































































































管理 ・資料棟が12月に完成,管 理部.事 業 部,図 書












展示場,電 話交換室,医 務室,厚 生室




















Dr.　Dietz,　R.(ディー ッ ・ア リゾ ナ州 立 大 学
教授)
Dr.　Risebrough,　R.　(リー ゼ ブ ロー ・カ リホ
ル ニア大 学 ボ ー デ バ臨 海 実 験 所 研 究 員)
祁 貴 仲(国 家 地震 局地 球 物 理 研 究 所 員)
願 浩 鼎(迂 宇 省 地震 局 員)
施 雅 風(科 学 院 蘭 州 氷 河 凍 土 研 究 所 長)
黄 茂 桓(同 所 員)
Dr.　Zumberge,　J.(ズンバ ー グ ・サ ゥザ ー ン
メ ソ ジ ス ト大 学 長)
Dr.　Goodman,　D.　(グ ッ ドマ ン ・ケ ン ブ リッ
チ大 学 研 究 員)
Dr.　Volbnd,　H.　(ボラ ン ド ・ボ ン大 学 教 授)
Dr.　Gradstein,　S.　(グラ ッ トシ ュ タイ ン'ユ
トレ ヒ ト大 学 研 究 員)
Dr.　Takeshi　Ohtake　(大竹
武 ・ア ラス カ大 学 地 球 物 理 研 究 所 教授)・
(招へ い外 国 人 研 究 員)
Dr.　Roederer,　J.(ロー デ ラ ・ア ラス カ大 学
地 球 物 理 研究 所 長)
薫 須 命(国 家 海 洋 局 環 境 保 全 研究 所 研究 員)
千 徳 成(同 研究 員)
桑 妖 清(同 研 究 員)
栃 乃 瑛(旅 太 市建 築 設 計技 師)
予 夫(国 家 海 洋局 海 洋科 学 技 術 情 報 研 究 所
蘇 訳)
Dr.　Gjelsvik,　T.　(=一 ル ス ビ ック ・ノ ー ル
ウ=イ 極 地 研 究 所 長.前SCAR会 長)






















































KC40雪上 車31号,32号の シ リン ダヘ ッ ド内 に オ イ ル
潤 滑 され て いな か った た め 各 部 が 異常 摩 も う,在 庫 エ ン
ジ ン と交 換 した.
や ま と山 脈 調 査 旅 行 隊 は サ ス ツル ギ に 悩 ま され,ガ ソ
リン ドラ ムの リー クが 頻 発 した が,対 策 後 お さま った,
SM50S雪 上 車3号 の タイ ヤ が2本 パ ン ク した.




















区 域 名 位 置 指 定 の 事 由 指 定 した 勧 告 等
マ ッ ク ・ロバ ー ト ソ ン ラ ン ド,テ ー ラ ー
ル ッ カ リー
67°26'S 60°50E コ ウテ イベ ソギ ンル7カ リー
ホルメ湾,ル ッカリー諸島 67°37'S 62°33'E 地
ミナ ミオオ フルマ カモメなど6種 の鳥の 繁殖




ナ ンキヨクフルマ カモメなどの鳥類の繁 殖地
バ レ二一諸島,サ ブリナ島 66°54'S 163°20'E 南極動植物相の典型
ロス 海,ピ 分 一 フ ォー ト島 76°58'S167°03'E鳥類を中心とした生態系
ロス 激 ク ・一 ジ ャー 岬 77°32'S 169°19'E 鳥 ・海獣 ・徴'ト動植物相
ビ ク トリア ラ ン ド.ハ レ ッ ト岬 72°18'S 170°19'E 植生と鳥類を含めた陸上生態系
南極半島,マ ー ガ リー ト湾.デ ィオ ン諸島 67°52'S68°43'W
南極半島西側唯一の コウテイペ ンギンル ッカ
リー
南極半島,パ ース ロッ ト諸島,グ リー ン島 65°19'S 嗣゜10'w陸上生態系
南 シエ ットラン ド諸島1リ ビングス トン島
バ イヤーズ半島 62°38's 61°05'Wゾ ウ アザ ラ シ.ミ ナ ミオ γ トセ イ
南シ ェットラン ド諸島.リ ビングス トン島
シレフ岬 62°28'S 60°48'W
無脊椎動物 を含む 動植物,ゾ ウアザ ラシ,ミ
ナ ミオ,ト セイ
南 シエ ブトラン ド諸島,キ ング ジ ョー ジ島
フ ィルデ ィス半島 62°1pS 58°52'W小さな湖沼及びそれに伴う動物など
商才ー ク二一諸島,モ ウ島 60°45'S 45°4pW 海洋区南極の典型的生態系
南オー ク二一諸島.リ ンチ島 60°40'S 45℃8'W
南極地域 内では珍 らしいナンキ ョクコメスス
キの 大群落
商才ー ク二一諸島.パ ウエル烏 南部及び
付属諸島
60°45'S45°02'W商才ー ク二一序静5の生態 系の代表 ミナ ミナットセ イ集団の中心
ロバ ー ト島,コ ッパ ー マ イ ン半 島 62923'S 59°42'W植生 ・鳥類を含む陸上動物相





















V-12;V-5で 範 囲 縮
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　C】imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max・temp.)(℃)
最 低 気 温(Min　temp.)　(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　　 　 　　 　　 　　 　 sea　】evel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure　(mb)
平均 相対 湿 度(Mean　relative
　　 　　 　 　　 　　 　　 　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
　 　　 　　 speed.　10-min・　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　c。ver)　(1/10)
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保辮 存のための行醐 則が示さ批..の 合端 置の1
第8条 により.学術的に興味のある場所の生態系を維持 ミ
す るた め に,「 特 別 保 護 区 域(Special]y　Protected　Ar-　1
ea,-SPA)」備 定 され る 。 と とな 。た .ミ
t"i"..一 次 い で.第 ・醐 謙 譲 のW・el・:より,15の区 嚇l
go'E　　 合意 措 置 の 付 属 肛Bと い う形 で 指 定 され た .そ の 後2か 三
.';所 が 追 加 され た が,第8回 協 議 会 謝 こ お け る 再 検 討 の1
"-v結 果 ・ ・か 所 購 別 徽 区 域 力・ら特 別 科鞠 関 心 地 区 」
(Sites　ofSpecial　Scientific　Interest=SSSI)　に移 され ミ




れている.南極へ行 く際には,心 得てお くべきことの一 ミ
つである,≦
(碩 下段へっつ く)ミ
ynノ'.t'・ ・.'.'、へsノ ー."'.・㌔ ・、A.'.・'・.一'wL .・...ε
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